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４ 資金

（１）財務状況

① ＮＰＯ法人全体（内閣府所管法人を除く）の収入規模の推移（暦年・県資料）

※県内総生産（名目）は、三重県政策室統計局 みえDataBox 主要経済指標 主要系列表 県内総生産（名目）より抜粋

資料・三重県・生活文化部男女共同参画・ＮＰＯ室

② ＮＰＯ法人の総収入の内訳（平成 22年。三重県資料） （円）

収入総額（％） １ＮＰＯ法人当たりの平均額

寄付金収入 124,938,426（1.4%） 224,709

会費収入 186,239,597（2.1%） 334,963

事業収入 7,787,709,281（86.4%） 14,006,671

補助金助成金収入 681,715,260（7.6%） 1,226,107

その他 232,775,959（2.6%） 418,662

合計 9,013,378,523 16,211,112

＊分野（最も重要なミッション）別収入額（今回の調査結果より） （円）

最も重要なミッション 平均値 中央値 合計値

福 祉 35,437,626 18,000,088 5,032,142,838

福祉以外 12,012,049 2,671,370 2,390,397,677

合 計 21,703,335 6,421,376 7,422,540,515

・ＮＰＯ法人の収入は増加傾向を示しており、平成 22 年の総収入は 90 億円を超えている。

・１団体当たりの年間収入は、県の資料では約 1620 万円であるが、今回の調査によると

「福祉以外」を第一の目的とする団体では、年間収入の中央値は約 267 万円に過ぎない。

・収入の 86.4%は事業収入であり、寄付金収入は 1.4%にとどまる。
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③ 平成２２年度決算額

【県民センター別（福祉・福祉外別）】 （％）

・決算額が 500 万円未満の団体は、「福祉」目的の団体は 31.5%、「福祉以外」は 60.2%。

・県民センター別では、決算額が 500 万円未満の団体が最も多いのは、「福祉」「福祉以外」

とも伊賀で、それぞれ 57.1%、69.2%。
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④ 設立以来の収入の傾向

【県民センター別（福祉・福祉外別）】 （％）

・「福祉」目的団体では「増加傾向」が 51.9%と最も多いが、「福祉以外」では「ほぼ同水準」

が 45.0%と最も多い。「減少傾向」は、「福祉」では 17.9%、「福祉以外」では 22.7%。

・県民センター別では、「増加傾向」が最も多いのは、「福祉」では尾鷲（100%）、「福祉以外」

では松阪（45.5%）であり、最も少ないのは「福祉」では伊賀（33.3%）、「福祉以外」

では熊野（16.7%）。



49

⑤ 現在の資金調達の状況

【県民センター別（福祉・福祉外別）】 (%)

・「福祉」目的団体では「順調」（「順調」「どちらかというと順調」）＞「順調ではない」（「順

調ではない」「どちらかというと順調ではない」）であるが、「福祉以外」では「順調」＜

「順調ではない」。

・県民センター別では、「順調」が最も多いのは、「福祉」では熊野（80.0%）、「福祉以外」

では尾鷲(71.5%)、「順調ではない」が最も多いのは「福祉」「福祉以外」とも伊勢でそれ

ぞれ 44.0%、42.3%。
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（３）国・自治体からの委託事業・補助事業

【県民センター別】 （％）

・国の事業は 12.4%、県の事業は 23.2%、市町の事業は 43.1%の団体が実施している。

行政との関係がかなりあり、中でも市町との関係が最も強い。

・県民センター別では、市町の事業の実施件数は、松阪、四日市で多い。

・県民センター別では、県の事業を実施している団体は、松阪(30.8%)で最も多く、熊野

（12.5%）で最も少ない。
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（４）会費（平成 22年度年額）

【県民センター別】

県民センター 平均値（円） 中央値(円)

桑名 ２８４５ ２０００

四日市 ９９６３ ２０００

鈴鹿 ４８５８ ２７００

津 ５６０８ ２７５０

松阪 ４１２６ ２０００

伊勢 １４３３５ ２０００

伊賀 ３１３７ ２０００

尾鷲 ４６６０ ３０００

熊野 ３３３３ １０００

合計 ６６１２ ２０００

・中央値でみると、会費は年額 2000 円程度の団体が多い。

・会費が年額１万円以上の団体が 19.3%ある一方、会費がない団体が 21.7%ある。

・県民センター別では、会費が年額１万円以上の団体が多いのは四日市（29.4%）、伊勢

(24.0%)。
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（５）寄付（平成２２年度）

① 寄付収入額（平成２２年度）

【県民センター別】 （％）

・2010 年のＮＰＯ法人への寄付総額は 124,938,426 円(１団体あたり約 22 万円)（p.46）

・ＮＰＯ法人の総収入に占める寄付金の割合は 1.4%程度と少ない。（p.46）

・寄付収入がある団体も、金額は年間 15 万円未満が多い。

・個人寄付がある団体が 40.3%、団体寄付がある団体が 26.4%で、個人寄付の方が多い。

・県民センター別では、個人寄付が多いのは、熊野(62.5%)、伊勢(51.9%)、松阪(48.7%)

企業・団体寄付が比較的多いのは松阪（35.9%）、伊勢（29.4%）。個人寄付が少ないのは

四日市(28.8%)、企業・団体寄付が少ないのは尾鷲(9.1%）、熊野(18.7%)、伊賀(20.0%)。
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② 寄付人数（平成２２年度）

【県民センター別】 （％）

・個人寄付がある団体のうち、寄付者が 10 人(団体）未満の団体が多く、寄付者の数は多い

とは言えない。

・県民センター別では、10 人以上の個人寄付者がいる団体が多いのは、熊野(25.0%)、

伊勢(19.2%)、松阪(18.0%)。
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５ 会計

（１）会計スタッフ

① 会計スタッフの有無

【決算額別】

・会計スタッフがいる団体は約 77.0%、いない団体は 23.0%であり、何らかの会計担当

スタッフがいる団体が多い。

・会計専任スタッフを置いている団体は全体の 19.8%あり、会計の事務量が多いことが

うかがえる。

・財政規模が大きくなるほど、会計専任スタッフを置く団体が増加する。
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（３）新会計基準の認知度

① 新会計基準の認知度

【県民センター別】

② 新会計基準の導入予定

【県民センター別】

・新会計基準について、「よく知っている」「大体知っている」団体は 29.9%。

・県民センター別では、桑名(42.8%)での認知度が比較的高く、熊野(20.0%)、松阪(20.5%)

が比較的低い。

・新会計基準を「既に導入済み」「導入を決定」の団体が 11.2%あり、検討中の団体が

33.2%あるが、「わからない」とする団体が 41.3%と最も多い。


